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特産品

氷見市仏生寺地区

富山市内から 数値は見える確率 毎週火 木 土曜日に掲載

惣領の獅子窑は獅子頭を

ゆっくりと動かし、にらみ

をきかせます。獅子殺しの

口上で使う花紙は毎回自分

たちで作っており、大きさ

が自慢です。昨年は３年ぶ

りに集落内を回すことがで

き、住民が喜んでくれまし

た。仏生寺地区では獅子窑

をする集落が少なくなって

しまいましたが、惣領は頑

張っています。今年は行い

ませんが、来年は勇壮な窑

を披露して、地域を大いに

盛り上げたいです。

獅子窑を継承 中田 市典さん 惣領獅子方若連中会長
904人 （３月現在）

352世帯 （同）

ハトムギ、シイタケ、マコモタケ

剣豪と大臣 顕彰厚く

氷
見
市
仏ぶ

っ

生
し
ょ
う

寺じ

地
区
は
、

市
南
西
部
の
中
山
間
地
に
位
置

す
る
緑
豊
か
な
地
域
だ
。
三
つ

の
谷
筋
に
点
在
す
る

集
落
か

ら
な
り
、
南
は
高
岡
市
境
に
接

す
る
。
２
０
１
６
年
３
月
に
は

惣
領
に
能
越
自
動
車
道
氷
見
南

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

Ｉ
Ｃ

が

開
通
し

高
岡

能
登
方
面
へ
の

ア
ク
セ
ス
も
良
い
。

地
区
の
南
端
に
は
、
三
千
坊

山
（
標
高
２
６
４
㍍
）
が
そ
び

特
産
の
ハ
ト
ム
ギ
栽
培

え
る
。
中
世
ま
で
は
山
一
体
に

密
教
寺
院
が
多
数
あ
り
、
山
伏

の
修
験
の
場
と
し
て
栄
え
た
と

さ
れ
、
一
説
に
は
、
そ
の
名
の

通
り
３
千
の
寺
院
、
も
し
く
は

僧
侶
が
い
た
と
も
伝
わ
る
。
中

で
も
「
仏
生
寺
」
と
呼
ば
れ
た

寺
院
が
名
高
く
、
寺
は
途
絶
え

た
が
地
名
に
残
っ
た
と
い
う
。

江
戸
時
代
は
加
賀
藩
領
で
、

イ
タ
セ
ン
パ
ラ
研
究

１
８
８
９
（
明
治

）
年
、
仏

生
寺
、
惣
領
、
鞍
骨
の
旧
３
カ

村
が
合
併
し
て
仏
生
寺
村
と
な

っ
た
。
主
産
業
は
稲
作
だ
っ
た

が
、
平
地
が
乏
し
い
た
め
、
住

民
は
畑
作
や
ワ
ラ
ム
シ
ロ
づ
く

り
な
ど
多
く
の
産
業
に
精
を
出

し
た
。
特
に
林
業
が
盛
ん
で
、

昭
和

年
ご
ろ
ま
で
、
ス
ギ
の

伐
採
や
植
林
、
炭
焼
き
が
行
わ

れ
た
。

近
年
は
細
越
で
１
９
８
５

（
昭
和

）
年
か
ら
、
特
産
の

ハ
ト
ム
ギ
栽
培
が
続
く
。
オ
ー

ナ
ー
事
業
も
実
施
し
、
毎
年
、

春
と
秋
に
は
地
区
内
外
か
ら
多

く
の
参
加
者
が
種
ま
き
と
収
穫

に
訪
れ
る
。

住
民
交
流
の
拠
点
は
、
旧
仏

生
寺
小
（
惣
領
）
を
活
用
し
た

仏
生
寺
公
民
館
だ
。
体
育
館
や

グ
ラ
ウ
ン
ド
は
ス
ポ
ー
ツ
大
会

な
ど
に
活
用
さ
れ
、
結
束
強
化

に
役
立
っ
て
い
る
。校
舎
は「
ひ

み
ラ
ボ
水
族
館
」
と
し
て
、
仏

生
寺
川
に
生
息
す
る
国
天
然
記

念
物
の
淡
水
魚
イ
タ
セ
ン
パ
ラ

の
研
究
拠
点
に
な
っ
て
い
る
。

仏
生
寺
が
生
ん
だ
２
人
の
偉

人
も
忘
れ
て
い
け
な
い
。
幕
末

に
活
躍
し
た
剣
豪
斎
藤
弥
九
郎

と
、
富
山
県
初
の
大
臣
・
南
弘

だ
。斎

藤
は
脇
之
谷
内
に
生
ま

れ
、
江
戸
の
幕
末
三
大
道
場
の

一
つ
練
兵
館
を
創
設
。
高
杉
晋

作
、
桂
小
五
郎
ら
明
治
維
新
の

中
心
人
物
を
多
数
育
て
た
。
寺

中
出
身
の
南
は
、
戦
前
に
逓
信

大
臣
を
務
め
た
ほ
か
、
「
厚
生

省
の
名
付
け
親
」
と
も
言
わ
れ

て
い
る
。

斎
藤
は
２
０
２
１
年
に
没
後

１
５
０
年
、
南
は

年
に
生
誕

１
５
０
年
の
節
目
を
迎
え
、
地

区
で
は
２
人
の
顕
彰
を
行
っ

た
。
業
績
を
ま
と
め
た
冊
子
を

制
作
し
た
ほ
か
、
銅
像
や
ゆ
か

り
の
地
を
巡
る
バ
ス
ツ
ア
ー
を

行
っ
た
。

地
区
は
少
子
化
が
進
む
が
、

旧
仏
生
寺
小
を
統
合
し
た
湖
南

小
で
は
、
斎
藤
を
リ
ス
ペ
ク
ト

し
た
「
竹
刀
体
操
」
や
、
顕
彰

地
巡
り
が
行
わ
れ
、
偉
人
の
精

神
は
次
世
代
へ
と
受
け
継
が
れ

て
い
る
。
仏
生
寺
公
民
館
の
片

田
義
治
館
長
は
「
少
子
化
に
ま

け
ず
、
２
人
に
続
く
人
材
が
出

て
き
て
ほ
し
い
」
と
期
待
し
た
。

掲
載
写
真
を
ご
希
望
の
方
は
富
山
新
聞
社

業
務
局
‖
０
７
６
（
４
９
１
）
８
１
１
３
‖

（
平
日
の
み
）ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

実
費
で
お
分
け
し
ま
す
。
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⊃
（小型無人機から）
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斎
藤
の
銅
像
の
前
で
説
明
を
受
け
る
児
童

‖
昨
年

月
、
氷
見
市
仏
生
寺

13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日

70％ 70％ 60％ 30％ 30％ 60％ 60％

土 日 月 火 水 木 金

（
13
日
）

◇
城
端
別
院
善
徳
寺
▽
先
門
首
闡
如
上

人
祥
月
命
日

午
前
６
時
半
（
法
話
は
小

矢
部
市
称
名
寺
・
立
島
秀
哲
氏
）

（
午
後
２
時
〜
７
時
）

富
山
市

▽
富
山
市
・
医
師
会
急
患
セ

ン
タ
ー
（
内
・
外
）
富
山
市
今
泉
北
部
町

０
７
６
（
４
２
５
）
９
９
９
９

【
富
山
市
】
（
内
科
、
外
科
、
小
児
科

の
受
け
付
け
は
午
後
７
時
〜

時

分
）

▽
市
・
医
師
会
急
患
セ
ン
タ
ー
（
内
・
小

・
外
）
今
泉
北
部
町

０
７
６
（
４
２
５
）
９
９
９
９

【
高
岡
市
】
（
午
後
７
〜

時
、

時

以
降
は
市
急
患
医
療
セ
ン
タ
ー
へ
問
い
合

わ
せ
を
）
▽
急
患
医
療
セ
ン
タ
ー
（
内
・

小
・
外
）
本
丸
町

０
７
６
６
（
２
５
）
７
１
１
１

【
新
川
医
療
圏
】
（
午
後
７
〜

時
、

受
け
付
け
は
９
時

分
ま
で
）
▽
新
川
医

療
圏
小
児
急
患
セ
ン
タ
ー
（
小
）
黒
部
市

三
日
市
（
黒
部
市
民
病
院
内
）

０
７
６
５
（
５
４
）
２
２
１
１

（
午
後
７
〜

時
、
受
け
付
け
は
９
時
半

ま
で
）
▽
下
新
川
一
次
急
患
セ
ン
タ
ー

（
内
）
黒
部
市
三
日
市
（
黒
部
市
民
病
院

内
）

０
７
６
５
（
５
４
）
２
２
１
１

【
魚
津
市
】
（
午
後
７
〜

時
、
内
科
、

外
科
以
外
は
市
急
患
セ
ン
タ
ー
に
問
い
合

わ
せ
を
）
▽
魚
津
市
急
患
セ
ン
タ
ー
（
内

・
外
）
六
郎
丸
（
富
山
労
災
病
院
内
）

０
７
６
５
（
２
２
）
１
２
８
０

【
砺
波
医
療
圏
】
（
午
後
８
〜

時
半
）

▽
砺
波
医
療
圏
急
患
セ
ン
タ
ー
（
内
・
小
）

砺
波
市
新
富
町
（
砺
波
総
合
病
院
敷
地
西

側
）

（
内
）

０
７
６
３
（
３
４
）
５
０
０
５

（
小
）

０
７
６
３
（
３
４
）
７
７
４
４

◇
精
神
科
救
急
（
午
後
５
時
〜
翌
日
午

前
９
時
）
０
７
６
（
４
３
３
）
３
９
９
６

【
富
山
市
】
▽
マ
リ
エ
献
血
ル
ー
ム

午
前

時
〜
午
後
６
時
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高
齢
者
講
習
空
き
情
報

※表の日以降可能。詳細は各自動車学校へお尋ねください。

※認知機能検査は、運転免許センターに統一されました。認知機

能検査の予約は、運転免許センター専用ダイヤル0570048982へ。

自動車学校 歳未満 歳以上
⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

小矢部 0766670180 ６月 日 ６月 日
⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

南 砺 0763582202 ５月 日 ５月 日
⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

砺 波 0763322707 ６月 日 ６月７日
⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

氷 見 0766912255 ４月 日 ４月 日
⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

北 陸 0766302175 ７月 日 ６月 日
⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

高 新 0766233377 ５月 日 ５月 日
⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

高 岡 0766223950 ６月 日 ５月 日
⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

第 一 0766520722 ７月 日 ７月９日
⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

運転研修
センター

0764387766 ５月 日 ４月 日

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂
呉 羽 0764341222 ４月 日 ５月 日

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂
中 央 0764663333 ６月 日 ６月 日

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂
北日本 0764411742 ４月 日 ４月 日

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂
富 山 0764925533 ５月 日 ４月 日

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂
中 部 0764233214 ７月１日 ５月 日

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂
滑 川 0764751100 ５月 日 ５月 日

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂
黒 部 0765521352 ６月 日 ６月 日

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂
入 善 0765720636 ６月７日 ５月 日

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂
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シ
ー
ト
を
確
認
す
る
各
集
落

の
代
表

‖
仏
生
寺
公
民
館
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◇
次
回
４
月

日
付
は

「
氷
見
仏
生
寺
新
聞
・
後
編
」

を
掲
載
し
ま
す
。

命
の
バ
ト
ン

更
新

集
落
代
表
が
研
修
会

仏
生
寺
地
区
の

集
落
は
、

命
の
バ
ト
ン
・
避
難
支
援
シ
ー

ト
と
福
祉
マ
ッ
プ
台
帳
を
更
新

し
た
。
災
害
時
の
安
否
確
認
の

た
め
の
情
報
共
有
が
狙
い
。
転

入
や
転
居
、
出
生
、
死
亡
な
ど

に
よ
る
変
更
点
を
修
正
し
た
。

命
の
バ
ト
ン
は
持
病
や
か
か

り
つ
け
医
、
緊
急
時
の
連
絡
先

な
ど
の
情
報
を
入
れ
た
ケ
ー
ス

を
冷
蔵
庫
に
保
管
し
、
助
け
が

必
要
と
な
っ
た
と
き
に
情
報
を

知
ら
せ
る
。
地
区
で
は
２

０
１
５
年
か
ら
作
成
に
取

り
組
む
。
３
月
の
研
修
会

で
は
自
治
振
興
委
員
、
民

生
委
員
、
福
祉
サ
ポ
ー
タ

ー
ら
約

人
が
集
ま
り
、

社
会
福
祉
協
議
会
の
職
員

か
ら
助
言
を
受
け
な
が
ら

作
業
を
進
め
た
。

能
登
半
島
地
震
で
災
害
時
の

安
否
確
認
の
重
要
性
に
つ
い
て

の
意
識
は
高
ま
っ
た
。
参
加
者

か
ら
は
「
１
人
暮
ら
し
老
人
や

高
齢
者
だ
け
の
家
が
増
え
た
」

と
の
声
が
聞
か
れ
た
。
仏
生
寺

（
上
中
）
の
民
生
委
員
の
山
田

洋
子
さ
ん

は
「
１
集
落
だ

け
で
や
る
の
は
大
変
。
み
ん
な

で
集
ま
っ
て
や
る
か
ら
で
き
る

作
業
」
と
話
し
た
。
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カローリングを楽しむ参加者 ‖氷見市の旧仏生寺体育館
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カローリング 聖地 に
惣
領
の
旧
仏
生
寺
小
体
育
館
が
市
内

の
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
愛
好
者
の
「
聖
地
」

に
な
っ
て
い
る
。
仏
生
寺
地
区
は
、
市

内
の
競
技
普
及
の
先
駆
け
で
、
道
具
が

そ
ろ
う
体
育
館
で
は
月
２
回
ほ
ど
大
会

を
開
催
。
練
習
場
所
と
し
て
も
貸
し
出

し
て
お
り
、
廃
校
跡
を
生
か
し
た
ス
ポ

ー
ツ
交
流
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
は
、
氷
上
の
競
技
カ

ー
リ
ン
グ
を
体
育
館
な
ど
の
床
面
で
手

軽
に
で
き
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
た
ニ
ュ

ー
ス
ポ
ー
ツ
。
地
区
で
は
、
２
０
１
１

年
に
統
合
さ
れ
廃
校
と
な
っ
た
旧
仏
生

寺
小
体
育
館
を
活
用
し
よ
う
と
、

年

に
道
具
一
式
を
購
入
し
、
普
及
に
取
り

組
ん
で
き
た
。

現
在
、
地
区
で
は
自
治
振
興
会
や
公

民
館
、
老
人
会
な
ど
の
主
催
で
大
会
を

開
催
。
小
学
生
か
ら
高
齢
者
ま
で
１
０

０
人
以
上
が
集
う
大
会
も
あ
り
、
日
本

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
協
会
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
で
、
普
及
に
尽
力
し
て
き
た
中
田
嶺

生
さ
ん

‖
惣
領
‖
は
「
楽
し
み
な

が
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る

し
、
運
動
不
足
解
消
に
も
な
る
。
子
ど

も
と
の
交
流
も
楽
し
い
」
と
魅
力
を
話

す
。昨

年
６
月
に
は
、
市
カ
ロ
ー
リ
ン
グ

協
会
が
発
足
。
体
育
館
で
四
季
ご
と
に

大
会
が
開
か
れ
る
な
ど
、
ま
す
ま
す
盛

り
上
が
り
を
見
せ
て
い
る
。
中
田
さ
ん

は
「
仏
生
寺
か
ら
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
熱
が

ど
ん
ど
ん
広
が
れ
ば
う
れ
し
い
ね
」
と

笑
顔
を
見
せ
た
。

旧

仏
生
寺
小
体
育
館

愛
好
者
が
続
々

六
田
さ
ん
（
右
）
か
ら
指
導
を
受
け
る
古

澤
さ
ん
‖
氷
見
市
仏
生
寺
（
脇
之
谷
内
）

シ
イ
タ
ケ
名
人
に
弟
子
入
り

原
木
栽
培

六
田
さ
ん
指
導
で
古
澤
さ
ん

仏
生
寺
（
脇
之
谷
内
）
で
シ
イ
タ
ケ

の
原
木
栽
培
に
半
世
紀
以
上
打
ち
込

み
、
名
人
と
し
て
知
ら
れ
る
六
田
敏
夫

さ
ん

に
、
古
澤
大
助
さ
ん

‖

宮
田
‖
が
弟
子
入
り
し
、
技
術
の
習
得

に
励
ん
で
い
る
。

月
に
初
収
穫
の
予

定
で
、
六
田
さ
ん
は
「
若
手
の
成
長
は

う
れ
し
い
。一
人
前
に
な
っ
て
ほ
し
い
」

と
期
待
す
る
。

古
澤
さ
ん
は
青
森
県
出
身
で
、
８
年

前
に
氷
見
市
に
移
住
し
、
森
林
整
備
の

仕
事
に
携
わ
る
な
か
で
、
六
田
さ
ん
と

知
り
合
い
、
原
木
栽
培
の
シ
イ
タ
ケ
の

お
い
し
さ
に
引
き
込
ま
れ
た
。
林
業
の

仕
事
が
少
な
く
な
る
冬
場
の
仕
事
と
し

て
２
０
２
２
年

月
ご
ろ
か
ら
始
め

た
。
植
菌
し
た
原
木
は
２
千
本
を
か
ぞ

え
、
今
年
は
完
熟
ほ
だ
木
を
仕
上
げ
る

段
階
に
入
っ
た
。

シ
イ
タ
ケ
栽
培
は
人
工
的
な
環
境
で

育
て
る
菌
床
栽
培
が
主
流
に
な
っ
た
。

山
か
ら
切
り
出
し
た
木
に
植
菌
す
る
原

木
栽
培
は
生
産
者
が
激
減
し
た
。
脇
之

谷
内
で
は
生
産
組
合
が
作
ら
れ
る
ほ
ど

盛
ん
だ
っ
た
が
、
六
田
さ
ん
だ
け
に
な

っ
た
。
数
年
前
か
ら
元
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
稲
垣
信
志
さ
ん

が
取
り
組

ん
で
お
り
、
古
澤
さ
ん
は
２
人
目
と
な

る
。古

澤
さ
ん
は
「
し
っ
か
り
栽
培
方
法

を
受
け
継
ぎ
、
原
木
シ
イ
タ
ケ
の
お
い

し
さ
を
広
め
た
い
」
と
意
気
込
ん
で
い

る
。
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